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表現 した新 しい方法であ り,また非侵襲的な検査であ
るので術後の除圧効果の評価法として有用である.
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性 別 男性 37例 女性 9例
年 齢 42-77歳 平均58.9歳
疾 患 頚椎症性脊髄症
頚椎後縦敬帯骨化症














































































































































14･0±2･5点,平林法 による改善率 は平均60･5± 術後の 鮎w voidの タイプと術乱 術後の JOA
23･2%であ り,すべて において incompleteblock scoreおよび平林法による改善準との関係をみると,
typeがcompleteblocktypeよりやや良かったが,有 anteriortypeの術前点数は平均10.2±3.3点,術後点
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